
 
 
 

平成 26 年度トラック

  

奈良労働局管下の４労働基準監督署が平成２６年度にトラック運送事業者に対して実施した定期監督（総合

的監督指導を実施したもの）の結果は以下のとおりです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監督指導実施結果の概要 

 

監督実施事業場 

法違反事業場 

改善基準違反事業場 

主要な違反事項／違反率 

  労働基準法関係 違反率

１ 労働時間 39.0%

２ 労働条件の明示 36.6%

３ 割増賃金 24.4%

 

・監督指導とは、賃金の支払や労働時間管理などが適法に行われているか、職場の機械や設備が安全

基準を満たしているか等を確認するため、労働基準監督官が事業場を訪問するなどにより立ち入り検査

することをいいます。 

・労働基準監督官には、事務所・工場への立ち入り、事情聴取や帳簿等関係書類の検査などの権限が与

えられています。 

・事業場の現状を的確に把握するため、監督は、原則として予告することなく実施しています。

・監督の結果、法令違反が認められた場合には、是正勧告書により、その是正を図るよう、行政指導を行

います。また、労働災害を生じさせる危険が高い機械・設備や有害物の使用については、使用停止命令

等の行政処分を行うこともあります。

 

トラック運送事業者定期監督指導結果

奈良労働局管下の４労働基準監督署が平成２６年度にトラック運送事業者に対して実施した定期監督（総合

的監督指導を実施したもの）の結果は以下のとおりです。 

【 参 考 資 料

平 成

労 働

件数 違反率 

４１件 － 

３８件 ９２.７％ 

２３件 ５６.１％ 

違反率 安全衛生法関係 違反率 改善基準

39.0% 健康診断 36.6% 総拘束時間

36.6% 安全衛生管理体制 29.3% 最大拘束時間

24.4%   休息時間 

・監督指導とは、賃金の支払や労働時間管理などが適法に行われているか、職場の機械や設備が安全

基準を満たしているか等を確認するため、労働基準監督官が事業場を訪問するなどにより立ち入り検査

・労働基準監督官には、事務所・工場への立ち入り、事情聴取や帳簿等関係書類の検査などの権限が与

・事業場の現状を的確に把握するため、監督は、原則として予告することなく実施しています。

・監督の結果、法令違反が認められた場合には、是正勧告書により、その是正を図るよう、行政指導を行

います。また、労働災害を生じさせる危険が高い機械・設備や有害物の使用については、使用停止命令

等の行政処分を行うこともあります。 

運送事業者定期監督指導結果 

奈良労働局管下の４労働基準監督署が平成２６年度にトラック運送事業者に対して実施した定期監督（総合

資料４－２ 

【 参 考 資 料 】 

平 成 27 年 12 月 14 日 

働 基 準 部 監 督 課 

改善基準 違反率 

総拘束時間 43.9% 

最大拘束時間 34.1% 

34.1% 

・監督指導とは、賃金の支払や労働時間管理などが適法に行われているか、職場の機械や設備が安全

基準を満たしているか等を確認するため、労働基準監督官が事業場を訪問するなどにより立ち入り検査

・労働基準監督官には、事務所・工場への立ち入り、事情聴取や帳簿等関係書類の検査などの権限が与

・事業場の現状を的確に把握するため、監督は、原則として予告することなく実施しています。 

・監督の結果、法令違反が認められた場合には、是正勧告書により、その是正を図るよう、行政指導を行

います。また、労働災害を生じさせる危険が高い機械・設備や有害物の使用については、使用停止命令



監督指導実施結果 

１ 法違反等事業場の状況 

   平成２６年度に定期監督を実施した事業場数は４１件で、このうち法違反が認められ、改善を指導した事業

場は３８件、法違反率は９２．７％でした。 

   また、改善基準違反が認められ、改善を指導した事業場は２３件、改善基準違反率は５６．１％でした。 

 

２ 労働基準法等の主要な違反事項 

違反事項 違反件数 違反率 違反の内容 

労働基準法第１５条 

（労働条件の明示） 

１５件 ３６．６％ 労働者を雇い入れる際に、賃金額や賃金支払い方

法等の法定事項について書面を交付していないもの。 

同法第３２条 

（労働時間） 

１６件 ３９．０％ 時間外労働協定を締結・届出していないのに、法定

労働時間を超えて労働させているもの。 

時間外労働協定で定めた限度時間を超えて労働さ

せているもの。 

同法第３７条 

（割増賃金） 

１０件 ２４．４％ 法定時間外労働、深夜労働（原則として午後１０時

から午前５時）を行わせているのに、通常賃金の２割５

分以上の割増賃金を支払っていないもの。 

法定休日労働を行わせているのに、通常賃金の３割

５分以上の割増賃金を支払っていないもの。 

同法第８９条 

（就業規則の作成

等） 

６件 １４．６％ 常時１０人以上の労働者を使用しているのに、就業

規則を作成・届出していないもの。就業規則を変更して

いるのに、変更の届出をしていないもの。 

同法第１０６条 

（法令等の周知義

務） 

５件 １２．２％ 法令の要旨、就業規則、各種労使協定などを掲示、

備付け、書面の交付などによって労働者に周知をして

いないもの。 

同法第１０８条 

（賃金台帳） 

８件 １９．５％ 労働日数、労働時間数、時間外・休日・深夜労働時

間数、賃金の種類毎の金額等法定記入事項が記入さ

れていない、あるいは適正に記入されていないもの。 

 

３ 労働安全衛生法の主要な違反事項 

違反事項 違反件数 違反率 違反の内容 

労働安全衛生法第

１０条から１２条の

２、１４条、１５条及

び１７条から１９条ま

で 

（安全衛生管理体

１２件 ２９．３％ 常時５０人以上の労働者を使用しているのに、法定

の管理者（安全管理者・衛生管理者・産業医等）を選

任していないもの。 

 常時１０人以上５０人未満の労働者を使用している

のに法定の管理者（安全衛生推進者）を選任していな

いもの。 



制）  常時５０人以上の労働者を使用しているのに、法定

の安全・衛生委員会等を設置していないもの。 

同法第６６条（健康

診断） 

１５件 ３６．６％  常時使用する労働者に対し、１年以内ごとに１回、定

期健康診断を実施していないもの。 

 常時深夜業に従事する労働者に対し、６か月以内ご

とに１回、特定健康診断を実施していないもの。 

 

４ 自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）の主要な違反事項 

違反事項 違反件数 違反率 違反の内容 

総拘束時間に関す

る違反 

１８件 ４３．９％ 

 

１か月の拘束時間の限度を超えているもの。 

※拘束時間：労働時間と休憩時間の合計 

最大拘束時間に関

する違反 

１４件 ３４．１％ １日の拘束時間の限度を超えているもの。 

休息期間に関する

違反 

１４件 ３４．１％ １日の休憩時間を継続８時間以上与えていないもの。 

最大運転時間に関

する違反 

１件 ２．４％ １日あるいは週の運転時間の限度を超えているもの。 

連続運転時間に関

する違反 

１０件 

 

２４．４％ 運転開始後４時間以内又は４時間経過直後に３０分以

上の休憩を確保していないもの。 

休日労働に関する

違反 

１件 ２．４％ 法定休日労働を２週に１回を超えて行わせるもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


